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エンジン

国主要変更点

1.スバルセレクトモニタ用カートリッジを新製する。

2 ,スパークプラグの2極沿面プラグを標準タイプに変更。

3. NA.]V[Tパワステ車，NA.E0VT車のアイドリング回転数を設定。

4. NA*E0VT車用キャブレータにダッシュポット新設により整備要領追加。
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準備品

3了 498545400 オイルフイルタレンチ オイルフィルタ脱着

バッテリ比重計 ハへソテリ比重測定

トーヨーテック01)-510 コンプレツシヨンゲージ コンプレッション測定

タイミングライト 点火時期点検

計器 498307900 スバルセレクトモニタ エンジン回転数，点火時期測定および故障診断

498348900 力ートリッジ スバルセレクトモニタ用

エンジンチューナ エンジン回転数，吸入負压測定

シックネスゲージ バルブクリアランス点検，調整

スノゞル
セレクトモニタ

外部接続コード 
(セツトに含む)

モニタ用力ートリツジ
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エンジン点検.調整——スパークプラグ

国整備要領（7)スパークプラグ 

——点検

(1)スパークプラグは，下記の事項を点検し，必要に 

応じて，清掃，修正あるいは新品に交換する。

-電極部の汚れ 

#堆積物の有無 

〃電極部のすき間 

-硝子絶縁体部のひび割れ 

#ターミナルの損傷 

攀ガスケットの損傷

⑵スパークプラグが焼け過ぎの場合は，下記の原因 

が考えられる。

，燃料混合気のうす過ぎ 

-点火時期の進み過ぎ 

^冷却の不足によるエンジン過熱 

- 7°ラグの締付け不良

⑶スパークプラグがカーボンでくすぶる場合は，下 

記の原因が考えられる。

-長いアイドリング運転や低速運転 

-燃料混合気の濃すぎ 

#点火時期の遅れ

#イグニッシヨンコイル，ハイテンシヨンコード等

点火系の劣イ匕

，ピストンリング，バルブガイドの摩耗

(4)電極部が汚れている場合は，プラグクリーナ又は 

ワイヤブラシで清掃する。

⑸電極すきま

電極すきまをスパークプラグギャップゲージ（ワ 

イヤゲージ）を用いて測定する。基準値以外の場合に 

は，ワイヤゲージを用いて調整する。

電極のすきま

(7)スパークプラグ取付け

スパークプラグをプラグレンチに挿入し，プラグ 

座面に指先で仮締めした後，プラグレンチハンドル 

で締付ける。

スパークプラグ締付トルク： 2,1±0,34-111

⑻スパークプラグ適合型番

:型番 N0型番 電極すきま(01111)

腿—11 1.0〜1.1
1061^ — 1111 1.0〜1-1

交換時期 10,000蚰每
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エンジン点検.調整 ヤリブドべルト

⑼ Vリブドべル

点検.調整

(1) ベルトは，亀裂，損傷，油の付着がないかを点検 

し，損傷甚だしいものは交換する。

(2) エンジン運転時に，ベルトが波打ち又は横ぶれし 

て回転しないか，ベルトのゆるみとアライメント奋

点検する 〇

暴

く 1\1八車〉

ベルトの張りは下記のとおり。（）内の数値はベル 

卜の継続使用の場合。他は新品ベルトの場合。

一般車

〇

〇
請

〇
つ

く 5¢ 車〉

(1)調整を行うちときは，スライダボルトのロックナ 

ットを一旦ゆるめ，スライダボルトをまわして，ベ 

ルトの張りを調整する。

氏

1*1%
^3

ぬ

スライダ 
ボルト

〇
ロックナツト

0
0 〇.

誠

ベルトテンシヨ 
固定ボルト

2.0 土 0.24』
(1)

の

%

ベルトのたわみ： 9〜11腿/101^8(11〜1301111ゾ10は)
張力： 45土 5は （35 土 5吆）

八/〇付車

〇
丨@

,0,

〇

〇

ぐ

ベルトのたわみ： 5〜6 111111710^( 5〜7 111111710^)
張力： 70 土 101^ (50 + 5は）

⑵ベルトの張りは下記のとおり0 ()内の数値はベ 

ルト継続使用の場合。他は新品ベルトの場合。

〇,淡
(，じ&ら^ 八 〇, 〇〕

〇‘
\0

で ^
‘ 〇ノ

8

()八ル無，！：认/〇有
八ベルトのたわみ： 7〜8 111111/101^( 7 ~ 9 0101/101^)

〔 4〜6 111111710^3
張力： 55 土10让2 (45 土 10吆)

8ベルトのたわみ： 6〜8111111710^( 7〜9 01111/101^)

張力： 70 + 10^2 (60 土 10竑)
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エンジン点検.調整 エンジン調整

⑽エンジン調整⑸八車⑺八，調整表)
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エンジン点検.調整——エンジン調整NA車

エンジン調整问八車（バキュームホース，デイストリビュ

⑴バキュームホースの点検

(1)バキュームホースを点検する。

次の点を点検し，不良の場合は交換または修正す 

る。

① 誤配管の有無

② ホース抜けの有無

③ ホースの亀裂の有無

注意
荷台トラップドア裏面に貼りつけてあるバキューム

配管図を参照する。

バキューム配管図

--- 入

5

し —1

一夕）

—(2)ディストリビュータの点検.調整——

(1)ディストリビュータブレーカポイントを点検する。

① 内部オイル漏れ

② 内部の汚れ
③ カムクロージングアングル

調整値
三菱製 49。〜55。ぼ“)トギヤツブ。.5誦

日本電装製 49〇〜55。はトギャップ0.45咖

④ポイントギャップ

調整値
三菱製 0.45〜0.55111111

日本電装製 0.4〜0.5111111

接触不良（ポイント面の焼損，荒れ，汚れ)があると 

きはポイントを磨くこと。

⑤ポイント接点圧

基準値
三菱製 450〜6002

日本電装製 400〜55〇2

⑥コンデンサ容量

基準値
三菱製 0.243〜0.297//卩

日本電装製 0.225〜0.275//卩

⑦ ガバナおよびバキューム進角装置の作動状態

⑧ カム表面およひ頭部，ホイントアームヒールの 

グリースの有無(少量ついていれば可）

⑨ 各コードキャップ差込部のゆるみおよびリーク

点検
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8100 14(

8100 10( 
8100 6°

丁〇〇

# I，#4ピストン 
上死点位置

エンジン点検.調整

エンジン調整車（点火時期)

⑶点火時期の点検，調整

(1)バキュームホースの配管を確認する。

⑵ポイントギャップを点検し，必要により調整する(

(3) ラジエータファンが回るまでエンジンを充分暖気 

する。

(4) タイミングライトを#1コードに接続し，タイミン 

グマークが一致しているか点検する。クランクプー 

リの溝とタイミングベルトカバーの爪の位置が一致

すること 0

8丁0。14(

已丁00丨0( 
8丁00 6。
100

#1, #4ピストン 

上死点位置

八/〇付車

エンジン調整㈧八車

(5)デイストリビュータの取付けボルトをゆるめる。 

⑹デイストリビュータをキャップ側から見て，右へ 

回すと点火時期は進み，左へ回すと遅れる。

進む 遅れる

⑺次の表のように点火時期を調整する。

車種’ 点火時期出丁〇で/印!!!）

腿車(パワステ無!心) 6/800

NAパワステ車 6/850
祖尺〇乂丁車 6/900
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エンジン点検.調整 エンジン調整⑸八車

エンジン調整问八車（アイドル回転数，00, N0濃度)

⑷アイドリング回転数の点検^調整

(1)ラジェータフアンが回るまでエンジンを充分暖気

する 0

⑵点火時期が正しく調整されているか点検する。

⑶回転計を接続する。

(4)スロットルアジャストスクリユを調整し，アイド 

リング回転数を調整する。

アイドリング回転数!^111

NA車(パワステ無^!丁） 800 土 50

NA 1^丁パワステ車 850 土 50

齡只0从丁車 900 土 50

スロットルアジヤストスクリ

イ5) 00，闩〇濃度の点検^調整

⑴点火時期が正しく調整されているか点検する。

(2)アイドリング回転数が正しく調整されているか点

検する 〇

⑶00，110濃度を点検する

〇〇(%) 1.5 土 0.5

110 (ロロ 111) 1，000以下

注意

走行後はアイドリングで5分以上放置した後に調整 

すること。（走行直後はシリンダへッドの排気ポート 

付近の温度が高く，00の浄化が促進されているの 

で，通常の00メータでは感知しにくいため）。

アイドルアジャストスクリュはあらかじめ最適にセ 

ットしてるので通常は調整する必要はない。

アイドル〇〇調整の際は，リヤバンパに貼付してある 

(：0調整ラベルを参照のこと 〇

アイドルアジヤストスクリ
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エンジン点検.調整------エンジン調整，車

エンジン調整畎車(00，闩〇濃度，八/〇アイドルアップ）

---------00,40濃度の点検.調整----------------------------

(4)基準値をこえている時は，以下の順序で調整する。

① リミッタキャップの上からアイドルアジャスト 

スタリユを一杯にねじ込んだ位置より4回戻し， 

スロットルアジャストスクリユを2〜3回ねじ込 

んでおいて始動する。

② スロットルアジヤストスクリユでアイドリング 

回転数を基準値に合わせる。

③ アイドルアジヤストスクリユで00が1.5土0.5 

%以下になるように調整する。

注意

アイドルアジャストスクリュの調整は特殊工具： 

498297100アイドルアジャストドライバを使用し，リ 

ミッタキャップは外さないこと。

名 称 回転方向 00値

アイドルアジャスト 
スクリュ

右へ回す 小さくなる

左へ回す 大きくなる

——⑻八/〇アイドルアップの点検

⑴八/〇アイドルアップの点検.調整 

①八/〇の3界を入れる。

②
③

エンジン回転数を読み取る 〇

調整スクリユで調整し，エンジン回転数を基準

値に合わせる。
基準値： ”〇〇叩⑴

回転方向 エンジン回転数
調整スクリュ 右へ回す 高くなる

左へ回す 低くなる

ェンジン調整⑸八車（ダッシュポット）

---------ダッシュポットの点検.調整----------------------

(1)ェンジンを充分に暖機する。（ラジェータファンが 

回って停止した状態）

,(2)アジャストスクリェの先端六角部をスパナで固定 
してロックナットを驰める。

(3) ダッシュポットレバーをまわしてェンジン回転数

を3000±300で13111に保った状態で、アジャストスクリ 

ュをまわしてダッシュポットに接触させる。

(4) アジャストスクリュの先端六角部をスパナで固定 

して、ロックナットを締付ける。

締付トルク 0.1 土 0.021111

基準値
エンジン回転数

3000 土 3001：口！！1

ダッシュポット

キヤブカバー用ステ
トホルダ)

(エアコン用）
アジヤストスクリユ 
アジヤストスクリユロックナット 
ダッシュポットレバー
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―2—10 ^ェキゾートシステム

国構成部品

くポデー回り〉⑽八キャブレータ車)
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ェキゾーストシステム——構成部品

くボデー回り〉(50¢)

丁 1.8土(). 51^-111

マフラ0〇1\^？乙

,マフラハンガブラケ ヅ

3. マフラハンガブラケットリヤ 

(トラックのみ）
4. ベローズカバーフロント

5. ベローズカバーリヤ

6. ェキゾーストカバー

1.8 土 0.51^-01
T 1.8 士 0.51^ -111

丁 1.8 土 0.51^-111

ロアリヤ 8
マフラハンガクッション 

フロント

X 3.3土 1故-111

丁 0.75 土 0.21^ -111

8
過ぐ

8.マフラハンガクッション

リヤ

9.ガスケッ 丁 1.8 士 0.51^ -111

十

10. エキゾーストパイプフロント

11. ガスケット

12. マフラカバー

13. サーモセンサ八55丫

14. ベローズ

6 =1：丄—111

II
〆

X 1.8 土 0.5让8 一 111

X 3,3± 1 ^01

T 0.75 ±0.21^ -111

0.75 土 0.21^ -111
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